
事業概要図

事業実施主体
（コンソーシアム）構成員

（株）ザイナス（大分市）、SAPジャパン（東京都）、
大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター（CERD）

衛星データを活用した分析基盤プラットフォームの構築

・災害の激甚化により、被害が広範囲に及んでいる。被害の状況把握までに数日かかることも有る。
また、発災時の巡回作業は危険な作業であり課題となっている。

・有事（災害発生等）だけでなく、平時においても、地域の監視見回りに関わる人的負荷、エネルギー負荷、
人員不足での巡回頻度の縮小は経済的・品質的に今後無視できない状況になっている。

AI

衛星データ分析基盤プラットフォーム

＜平時＞
定期的なデータ取得
（週1回 月1回程度）

＜平時利用＞
・農業管理（植生）
・林業管理（林地開発）
・養殖管理（海苔・筏）
・土木工事・採掘進捗
・不法投棄 等

＜有事（災害発生時）＞
最短でのデータ取得

1日 2日に1回

差分情報DB
アーカイブ

＜有事利用＞
・被災箇所の早期特定
・ドローンでの確認指示
・衛星画像＋ドローン動
画の共有で被災地確認

EDiSON
防災・減災のための情報活用プラットフォーム

AI

・衛星データを定期的に取得し時系列の衛星データを分析。変化を可視化（特徴点抽出・NDVI） 。
・災害時の衛星データと定期的に取得している衛星データを比較。発災箇所の特定を支援する。
・衛星データの分析基盤とアーカイブをプラットフォーム化し、衛星データの平時での活用基盤とする。

差分分析結果

発災箇所特定

※データ協力： AxelSpace

・発災箇所共有
・飛行指示
・ドローンデータ共有


